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3業界団体製難轟懃mに春間響求
中
央
本
部
は
２
月
１７
日

（木
）
、

電
機
情
報
関
連
産
業
の
業
界
団

体

へ
の
要
請
行
動

・
第
１１
回
春

闘
要
求
要
請
行
動
を
取
り
組
み

ま
し
た
。

‐７
日
の
行
動
は
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
適
用
下
の
関

係
で
、
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ヮ
ー

ク
産
業
協
会
、
電
機

・
電
子

・

情
報
通
信
産
業
経
営
者
連
盟
、

日
本
電
機
工
業
会

の
３
団
体

ヘ

の
要
請
に
な
り
、
要
請
交
渉
も

米
田
徳
治
中
央
執
行
委
員
長
ら

３
名
に
絞
り
ま
し
た
。

な
お
、
ビ
ジ
ネ

ス
機
械

・
情

報
シ
ス
テ
ム
産
業
協
会
に
は
要

請
書
を
送
付
し
、
電
子
情
報
技

術
産
業
協
会
は
３
月
９
日
に
要

請
を
行
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

周
知
徹
底
な
ど
９
項
目
を
要
請

要
請
団
は
、

「
２
２
春
闘
に

当
た

っ
て
の
要
請
」
書
を
提
出

し
て
加
藤
孝
書
記
次
長
が
全
文

を
読
み
上
げ
て
、　
コ
ロ
ナ
禍
で

の
９
項
目

の
内
容

（
１
．

テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ

イ

ン
の
周
知
徹
底
　
２

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ

・
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
と

Ｃ
ｓ

Ｒ
の
徹
底
　
３
。

「追

い
出
し
部
屋
」

「
監
禁

部
屋
」

の
即
時
撤
廃

４
．

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

の

根
絶

　
５
。
労
働
者

の

雇
用
維
持
　
６
．
賃
金

の
引
き
上
げ

　
７
。
再

雇
用
継
続

の
完
全
履
行

８
。
無
期
転
換

ル
ー

ル
の
周
知

　
９
。
公
契

約
法
制
定
）
を
加
盟
企

業
に
周
知
す
る
こ
と
を

要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、

２
２
年
春
闘

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回

答
葉
書
を
提
示
し
、
回

答
に
示
さ
れ
た
電
機
職

場
の
切
実
な
声
や
意
見
を
説
明

し
、
電
機
情
報
関
連
産
業

の
リ

ス
ト
ラ
や
職
場

の
状
況
報
告
を

ま
じ
え
て
要
請
を
進
め
ま
し
た
。

外
務
省
人
権
バ
ン
フ
に

則

っ
た
是
正
を

米
国
委
員
長
は
、
電
機
業
界

に

一
気
に
広
が

っ
た
テ
レ
ワ
ー

ク
で
の
労
働
者

の
状
況
を
説
明

し
、

「
テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
示
す

『
労
働
条
件

の
明

示
書
』
が
誰

一
人
と
し
て
会
社

か
ら
発
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

履
行
し
、

『
労
働
条
件

の
明
示

書
』
を
発
行
す
る
よ
う
、
加
盟

企
業
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

２
月
１７
日

（木
）

日
本
電
機
工
業
会

さ
ら
に
、
米
国
委
員
長
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
個
別

ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
、

人
権
侵
害

の
監
禁
部
屋
が
三
菱

電
機
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
、

再
雇
用
者
が
地
域
最
低
賃
金
並

み
の
賃
金
で
働
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
告
発
し
、
外
務
省

の
人
権
パ
ン
フ
に
則

っ
た
是
正

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
訴
え
ま

し
た
。

富
士
通
の
現
職
組
合
員
は
、

週
３
日
勤
務
で
東
京
都
地
域
最

賃

の
賃
金
で
働
か
さ
れ
て
い
る

自
ら
の
実
態
を
告
発
し
ま
し
た
。

対
応
し
た
担
当
者
は

「
（
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
が
）
半
分
く
ら

い
に
な
り
ま
し
た
ね
」

「私
も

久
し
ボ
リ
に
出
社
し
ま
し
た
」

「
コ
ロ
ナ
を
何
と
か
乗
り
越
え

な
い
と
」
な
ど
の
意
見
や

コ
メ

ン
ト
を
述
べ
ま
し
た
。

1電機■情報巨ニオ

要請書を提出した業界団体

・情報通信ネットワーク産業協会 CIA」
会長 新野 隆 NEC代 表取締役副会長 156社・ 団体

。電機・電子・情報通信産業経営者連盟

理事長 中畑 英信 日立代表執行役 執行役専務 58社
e日本電機工業会 JEMA

会長 東原 敏昭 日立代表執行役会長 約280社
0電子情報技術産業協会 」EI丁 A

会長 綱川 智 東芝取締役会議長 390社・ 団体

・ ビジネス機会・情報システム産業協会 」BMIA
会長 池田 隆之 東芝テック相談役 約70社
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第 126号 の 紹 介

3業界団体に春闘要求

東京支部第52回組合員の集い

米田委員長メッセージ101
富士通ジョブ型リストラに

反対の声をあげよう

告知板、あとがき
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2月 20日 (日 )第 52回組合員の集い

2022年 3月 10日

第
５２
回
組
合
員
の
集
い

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

東
京
支
部

東
京
支
部
は
２
月
２０
日
（
日
）

‐４
時
～
、
オ
ン
ラ
イ
ン

「第
５２

回
組
合
員

の
集

い
」
を
１８
人
で

開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
米
田
徳
治
委
員
長
か

ら

「今
日
は
多
く
の
現
職
が
出

席
さ
れ
て
い
る
の
で
大

い
に
交

流
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ユ

ニ
オ
ン
結
成

ｌｏ
年
記
念
誌
は
今

後
の
運
動
を
進
め
る
道
標
に
し

て
ほ
し
い
。
昨
年
１
万
２
０
０

ｏ
枚

の
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

を
手
渡
し
、

２
２
年
春
闘

の
取

り
組
み
に
生
か
し
て
い
る
。

２

月
１７
日
に
は
電
機
業
界
団
体
に

要
請
し
職
場

の
実
態
を
伝
え
た
。

３６
社

の
第
二
四
半
期
決
算
が
公

表
さ
れ
前
年
同
期
比
で
大
幅
な

増
収
増
益
に
な

っ
て
い
る
。
富

士
通

の
リ
ス
ト
ラ
は
４５
才
以
上

の
管
理
職
が
狙
わ
れ
て
そ
の
２０

％

の
３
０
０
０
人
が
解
雇
さ
れ

る
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
伊
草
さ
ん
の
不
当

解
雇
撤
回
闘
争
は
処
遇
改
善

で

の
職
場
復
帰
と
解
決
金
を
勝
ち

取
る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

三
菱
電
機

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

究
明
し
、
監
禁
部
屋
、
監
視
カ

メ
ラ
の
撤
去
を
迫

っ
て
い
る
」

な
ど
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。組

合
員
の
交
流
で
は

ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
か
ら
休
職
期
間
満
了

で
解
雇
さ
れ
た
伊
草
さ
ん
は
、

横
浜
地
裁
で
勝
利
判
決
を
受

け
会
社
と
の
団
体
交
渉
で
昇

給
昇
格
さ
せ
て
の
復
職
を
協

議
し
、
私
は
今
ま
で
助
け
ら

れ
る
ば
か
り
で
し
た
が
、

こ

れ
か
ら
は
助
け
る
側
に
な
り

た
い
。

・
ル
ネ
サ

ス
か
ら
３
人
が
出
席

し
、
社
員
と
し
て
株
主
総
会

で

一
時
金

の
大
格
差
を
追
求
、

経
産
省
に
ル
ネ
サ

ス
事
業
で

要
請
、

ル
ネ
サ

ス
懇

Ｈ
Ｐ
で

「
ツ
イ

ッ
タ
ー
」
を
取
り
組

む
。

・
富
士
フ
イ
ル
ム
か
ら
団
交
で

福
利
厚
生
や
等
級
が
下
げ
ら

れ
た

の
で
、
諸
要
求
を
ま
と

め
て
説
明
さ
せ
た
い
。

・
Ｈ
Ｙ
Ｓ
の
職
場
で
仕
事
を
与

え
な

い
パ
ワ

ハ
ラ
を
団
交
で

解
決
さ
せ
た
い
と
加
入
し
た
。

・
Ｇ
Ｅ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
再
雇
用

者
を
業
績

で
評
価
す
る
と
し

本
人
に
日
標
設
定
を
さ
せ
て

い
る
。
な
ど
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

米
田
委
員
長
メ

ッ
セ
ー
ジ

今
こ
と
、
春
間
の
運
動
こ
戦
争
反
対
の
声
を
あ
げ
る
こ
こ

第

６
波

の
コ
ロ
ナ
感
染
が
急

拡
大
し
、
東
京
で
は
１
０
０
万

人
を
超
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍

の
猛
威
は
収
ま
る
気
配
が
あ
り

ま
せ
ん
。
電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ

ン
の
組
合
員
も
感
染
し
た
と
の

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
３
回

目
の
フ
ク
チ
ン
接
種
も

ス
ピ
ー

ド
が
遅

い
、
政
府

の
強
力
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
求
め
た
い
。

今

２
０
２
２
年
春
闘
、
全
国

で
１
万
２
０
０
０
枚

の
春
闘
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
葉
書
を
配
布
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
回
答
と
合
わ
せ
て
デ
ー

タ
を
集
約
。

２
月
１７
日
に
は
電

機
業
界
、
経
営
者
団
体

へ
の
要

請
行
動
も
行

い
、
全
国
各
地
で

門
前
宣
伝
行
動
を
集
中
的
に
行

っ

て
い
ま
す
。

日
本

の
労
働
者

の
賃
金
が
ア

メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
と
比
ベ

て
も
全
く
上
が

っ
て
い
な

い
。

１
９
９
７
年
が
賃
金

の
ピ
ー
ク

で
現
在
ま
で
下
が
り

っ
ば
な
し
。

改
善
す
る
に
は
、

「
２
万
５
０

０
０
円
の
賃
上
げ
」
、
何
と
し

て
も

「全
国
の
最
低
賃
金

・
時

給
１
５
０
０
円
を
」
と
声
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ

ヘ
の
侵
略

・
戦
争
行
為

を
や

め
即
時
撤

退

し
ろ

！
」

「憲
法

９
条
、
戦
争

の
放
棄
を

掲
げ

る
私
た
ち

日

本

の
労
働
者

・
国

民
が
今

こ
そ
戦
争

反
対

の
声
を
あ
げ

よ
う

！
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

春
闘

の
問

い
と
戦
争
反
対
の

声
を

一
緒

に
掲
げ

て
門
前

で

マ

イ
ク
で
訴
え
る
こ
と
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

今
だ
か
ら
こ
そ

「大
幅
賃
上

新
規
加
入
組
合
員

の
夫
人
か

ら

「暖
か
い
支
援
で
、
本
人
が

体
調
を
崩
す
こ
と
無
く
頑
張
れ

て
い
る
」
と
の
お
礼
が
述

べ
ら

れ
ま
し
た
。

（東
京
支
部
書
記
長

谷
口

利
男
）

げ

」

「
労
働
条
件

の
改
善

」

「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

す
ぐ
に
撤
退
し
ろ
」

「戦
争
反

対
」

の
声
を
あ
げ
る
べ
き
時

で

す
。 22年春闘統一ビラを

撒ききιl春 しょう
22年春闘は、国民春闘共間の 3月 10日

(木)の全国統一行動日 (ス トライキ含む)、

連合傘下主要労組の 3月 16日 (水)の集中

回答をひかえ、最終盤を迎えます。

大幅賃上げをめざして、22年春闘統一ビ

ラを撒ききりましょう。101


